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論文内容の要旨
本論文では、 Kotheの単列環の概念の一般化として1941年に中山によって紹介された一般単列アルチン
環の特徴付けの一つを示す。
中山は一般単列アルチン環上のすべての左(右)加群が単列部分加群の直和であることを示した。
一般単列アルチン環の特徴付けとして、 1968年にFullerが1989年に大城が以下の同値条件を示した。
((1)と (2)の同値はFuller~こよりそして(1)と (3)の同値は大城による。)
定理A.(1)右アルチン環Rが両側アルチンかっ中山環で、ある。 (2)Rが右中山環であり右余中山環である。
(3)Rが右中山環でありQF-3である。
この定理から、以下のような問題が考えられる。
問題B.半原始環R上の右余中山かっ右QF-3が中山環になる。
本論文は、第2節では、一般的に知られている補題や定理を、第3節では、中山環の古典的で基本的な
ものを問題Bを証明するため、分かりやすく別証とともに与えた。
第4節では、中山環の一般化の一つで、もある原田環の特徴付けを与えた。よく知られているものや次の
第5節で有用に使うために、特に以下の同値条件も与えた。
定理C.両側アルチン環Rが右余原田環であることとすべての直既約な射影加群PがE(P)で、waistで、ある
ことと同値である。
定理C.両側アルチン環Rが右原田環であることとすべての直既的な入射加群EとEの射影被覆(): P→ 
Eに対して、 KerθがPでwaistで、あることと同値である。
第5節では、前節までに与えた補題・命題や定理などを利用し、 Fullerが示したようにQF-3自体が
自己双対であることも知って、定理Aに関連した問題Bを証明する。さらに右中山環の一般化である次の
条件(枠)を考慮し、 4節で与えた片側原田環が両側中山アルチン環になる必要十分条件を与える。
(非)Rの原始べき等元e，fとgとRの任意の元u=fueとv=gveに対して、 rぷu)三 r.R(v)或いはrぷu)注
reR( v)が成り立つo
定理.環Rが中山環であることとRが条件(帯)を満たす右余原田環であることは同値である。
論文審査の結果の要旨
環論および表現論において中山環およびQF環は非常に重要な研究対象で多くの人により研究されてき
た。そして中山環は片側中山環やその双対的な片側余中山環へと研究が進み、 QF環はThrall(こよりQF-
1、QF-2、QF-3環へと一般化され、特にQF-3環は多くの人により詳しく調べられ色々な方面で
?
?
用いられてきた。これらとも関連して、 1968年、 Fullerは右中山で、かっ右余中山環は中山環で、あることを
示し、また、 1989年に大城は右中曲QF-3環は中山環であることを示した。これらの結果から、右余中
山QF-3環は中山環になるかという問題が生ずる。
本論文では、この問題を肯定的に解決した。すなわち、半準素環が中山環になる必要十分条件はそれが
右余中山QF-3環であることであることを示した。これがこの論文の主定理であるが、これは上の大城
の結果(の左右を入れ換えたもの)I左中山QF-3環は中山環である」において“左中山"という条件を
その双対である“右余中山"という条件に置き換えられることを示している。しかし、一般に中山環は余
中山環であるがその逆は成り立たないことが知られていることからも、この主定理を得ることは決して容
易でないことが推測され、興味深い結果であると言えるo
更に、本論文では中山環およびQF環の一般化である原田環についても研究し、いくつかの結果を得て
いる。そして、或る右零化イデアルの集合が鎖をなすという条件(持)を考え(これは右中山環の一般化であ
る)、上に述べた主定理を用いて、条件(非)を満たす右余原田環は中山環になることを示した。そしてそ
の系として、大域次元が2以下の右余原田環は中山環になると言う馬場の結果に簡単な証明を与えた。そ
の他、 QF-2環やその双対であるQF-2環との関連も含めていくつかの中山環の特徴付けを与えている。
以上のように本論文で得られたこれらの結果は中山環の構造を明らかにする重要なもので、環論の研究
に寄与するところが大きく、博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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